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Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
「
単
独

で
は
維
持
困
難
」
と
す
る

路
線
の
廃
止
が
粛
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１

９
（
令
和
元
）
年
に
夕
張

線
の
新
夕
張
―
夕
張
間
、

20
年
に
札
沼
線
の
北
海
道

医
療
大
学
―
新
十
津
川
間
、

21
年
に
日
高
線
の
鵡
川
―

様
似
間
が
相
次
ぎ
廃
止
に
。

根
室
線
の
富
良
野
―
新
得

間
も
バ
ス
転
換
が
決
定
的

だ
。

　

ち
な
み
に
、
今
年
は
札

沼
線
の
石
狩
沼
田
―
新
十

津
川
間
の
廃
止
（
72
年
６

月
）
か
ら
50
年
目
に
当
た

る
。
沼
田
町
に
と
っ
て
は
、

再
び
鉄
路
の
廃
止
と
向
き

合
う
辛
い
夏
と
な
っ
た
。

　

今
回
、
廃
止
を
受
け
入

れ
る
合
意
書
に
沿
線
２
市

２
町
（
留
萌
市
、
深
川
市
、

沼
田
町
、
秩
父
別
町
）
の

首
長
が
署
名
し
た
わ
け
だ

が
、
鉄
路
存
続
へ
の
思
い

に
温
度
差
が
あ
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な

か
で
も
留
萌
市
は
、
存
廃

問
題
を
話
し
合
う
検
討
会

議
か
ら
早
々
に
離
脱
し
て

お
り
、
存
続
に
最
も
熱
心

だ
っ
た
沼
田
町
と
の
意
識

の
乖
離
は
埋
め
難
い
も
の

が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
“
路

線
”
の
違
い
と
い
え
る
が
、

留
萌
市
の
場
合
は
通
学
需

要
が
限
ら
れ
て
い
る
う
え
、

札
幌
へ
の
バ
ス
便
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

鉄
道
を
失
う
影
響
は
ほ
ぼ

な
い
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。

　

一
方
、
予
想
さ
れ
た
結

末
と
は
い
え
、
沼
田
町
の

失
望
は
大
き
い
。単
に「
廃

止
反
対
」
を
唱
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の

逆
風
が
吹
き
荒
れ
る
な
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
独
自
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
き
た
か

ら
だ
。

　

そ
の
一
例
を
紹
介
す
る

と
、
こ
の
２
年
間
だ
け
で

も
、
町
内
の
小
中
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
、
教
員
な
ど
を
対
象
に

し
た
「
運
賃
助
成
」、
恵

比
島
駅
前
の「
中
村
旅
館
」

を
開
放
し
て
特
産
品
販
売

を
実
施
し
た
際
、
来
場
者

に
対
し
て
深
川
ま
で
の
切

符
を
配
布
し
た
「
ま
た
来

て
ね
切
符
」、
恵
比
島
駅

周
辺
に
ノ
ー
ス
サ
フ
ァ
リ

さ
っ
ぽ
ろ
の
移
動
動
物
園

と
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な

ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
招

い
た
イ
ベ
ン
ト
「
あ
し
も

い
ど
う
ぶ
つ
の
森
」、
フ

ァ
ン
に
人
気
の
鉄
道
雑
貨

た
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
も
。

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

２
月
に
募
集
を
開
始
し
た

「
Ｊ
Ｒ
乗
り
続
け
隊
」
は
、

今
年
８
月
29
日
時
点
で
サ

ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
隊
員
が

６
８
３
人
に
達
し
た
。

　

駅
や
路
線
を
維
持
す
る

た
め
、
こ
れ
ほ
ど
ア
イ
デ

ア
を
打
ち
出
し
て
い
る
道

内
の
自
治
体
は
他
に
な
い

だ
ろ
う
。
そ
の
沼
田
町
役

場
を
訪
ね
、
産
業
創
出
課

の
赤
井
圭
二
課
長
に
話
を

聞
い
た
。

　

町
は
再
三
に
わ
た
り
、

住
民
説
明
会
を
開
い
て
き

た
。

 

「
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
や
、

誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
高

齢
化
に
よ
る
利
用
減
な
ど

を
踏
ま
え
、
残
念
と
の
声

は
あ
り
ま
し
た
が
、
極
端

な
反
対
意
見
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
諦
め
と
い
う
よ

り
、『
将
来
に
向
け
、
し

っ
か
り
と
し
た
公
共
交
通

を
確
保
し
て
ほ
し
い
』
と

の
要
望
が
多
か
っ
た
で
す

ね
」

　

こ
の
冬
、
留
萌
線
は
運

鉄
道
愛
が
強
い
沼
田
町

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
石
狩
沼
田
―
留
萌
間
（
35
・
７
㌔
）
が
、
来
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
残
る
深
川
―
石
狩
沼
田
間
（
14
・
４
㌔
）
に
つ
い
て
も
、
３
年
間
の
猶
予
が
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
26

年
３
月
末
に
廃
止
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
留
萌
線
は
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
12
月
に
留
萌
―
増
毛
間
（
16
・
７
㌔
）

が
姿
を
消
し
て
お
り
、
10
年
の
間
に
３
度
の
“
戦
力
外
通
告
”
を
受
け
、
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
か
ら
の
長

い
歴
史
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
る
。
全
国
か
ら
の
フ
ァ
ン
が
集
う
沿
線
を
歩
き
、
鉄
道
存
続
に
最
も
熱
心

だ
っ
た
沼
田
町
役
場
を
訪
ね
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海
達
志
）

シリーズ
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特
集 石狩沼田―留　 萌間来　

　春3月廃止

▲乗り続け隊のメンバーが鉄道への思いを綴った文章

「
廃
止
や
む
な
し
」の
声

店
「
ぽ
っ
ぽ
屋
」
が
恵
比

島
駅
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
「
明
日
萌
駅
冬
フ
ェ

ス
タ
」
―
―
と
、
精
力
的

に
動
い
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
列
車
の
乗

車
体
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い

子
ど
も
た
ち
に
鉄
道
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

作
成
し
た
「
Ｊ
Ｒ
乗
り
方

冊
子
」（
町
内
の
全
小
中

学
生
に
寄
贈
）、
石
狩
沼

田
駅
舎
内
で
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
醸
造
計
画
と
い
っ

　存続の夢  消えた
留萌線　　沿　

線を歩く

（
本
文
は
32
頁
へ
続
く
）
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